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粘度滴定



１）DNA二重らせんは、約11塩基に360°巻いているが、長いDNAはさらに巻

きすぎ（正の超らせん）や少し巻き戻されている（負の超らせん）状態で存在
している。

２）DNA二重らせんの塩基対間に平行挿入（インターカレート）する分子は塩
基対間を広げるのでらせんは巻き戻される。

３）プラスミドDNAは二重らせんが環状になったウイルス分子である。通常は

負の超らせんを有している。プラスミドは超らせん密度によって流体力学的
体積が大きく異なる。これによって沈降係数やゲル電気泳動の移動度が大
きく変化する。

４）インターカレートする分子、インターカレータの濃度を変化させることによっ
てインターカレータ分子が一分子結合することによる巻き戻し角を見積もるこ
とができる。

今回勉強すること。


























